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医療局長

髙　橋　利　文

病院と DX
　2020年春からの新型コロナ感染拡大から1年半が経過し、外出自粛制限等
で、特に若い世代で様々な貴重な経験の機会が失われてしまっていることは
大きな損失です。どのような形になるか分かりませんが、一日も早い感染の
収束に向けてもう少し努力を続けましょう。
　新型コロナ対策の中、以前から指摘されていた個人情報保護法制2000個問
題のためか、デジタル情報は分断され、活用出来るような状態にはなく、急
がなければならないはずの給付金支給やワクチン接種業務が遅れるなど、日
本が　IT後進国であることが明らかとなりました。そして、デジタル庁がこの
9月より発足しました。群馬県でも昨年からの県立病院の未来を考える有識者
会議で少子高齢化社会、労働人口減少など医療供給体制の課題の中でDXの推
進が求められています。
　DX『デジタルトランスフォーメイション』とは　2004年にスウェーデンの
教授の論文「Information Technology and The Good Life」の中で初めて示され
た「進化してゆくテクノロジーが人々の暮らしを良くしてゆく」という概念
とされています。ある程度の規模の病院のほとんどで電子カルテが導入さ
れ、医事会計はデジタル化されて最も効率化された部門となっています。し
かし、医師や看護の業務については電子カルテ化でかえって時間がかかる、
デジタル化されても情報が共有化されないままで、患者さんは同じような質
問、検査を何度もされる、オンライン診療といっても、主に電話による診
療、お薬手帳、紙による診療情報提供、予約システムなど、デジタル化され
ても『デジタル変革』どころか効率化にすら役立っていない現状がありま
す。病院のDXでまず必要なのは利用者目線に立った病院組織や個人の意識の
変革かもしれません。理想的には、マイナンバーや保険証にカルテ情報が紐
付けられ、どの医療機関、薬局、施設でも情報が同期して活用可能な体制が
整えられれば、最適な医療がより迅速に効率的に届けられるでしょう。
　医療は会社などの企業活動とは違い利益を目的とするものではありませ
ん。医療保険と税金で賄われるものですから、個々の病院で当然、コスト削
減、効率化の努力は必要ですが、地域全体として住民のニーズに合わせて必
要な医療そして医療体制が提供できているかが問われています。特にがんセ
ンターのような専門病院では　地域での役割を明確にして分担し、他施設と
連携してゆくことが求められているのだと思います。
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　骨軟部腫瘍科では骨や軟部組織（筋肉・脂肪・神経など）に生じた腫瘍の診療にあたって
います。骨軟部組織を起源とする腫瘍のうち悪性のものは肉腫とも呼ばれ、希少がんの一
つです。骨に発生する悪性腫瘍には肉腫の他に悪性リンパ腫や骨髄腫などの「血液疾患」
や癌の転移により生じる「転移性骨腫瘍」があります。
　原発性悪性骨軟部腫瘍の治療は転移の有無で変わってきます。転移がある場合、基本
的に化学療法を行います。転移がない場合、化学療法の効果が期待できるならば化学療
法と手術を行います。手術ではできる限り機能を温存する方針をとっています。化学療法
の効果が期待できない、あるいは化学療法が不要な腫瘍、化学療法が危険と判断される
状態の時は化学療法を行わず手術になります。手術が困難な場合は放射線療法を行うこ
ともあります。連携施設である群馬大学には重粒子線治療設備があります。
　良性骨軟部腫瘍は患者様がその腫瘍のために困っていれば治療介入しますが、日常生
活に困らないなら手術せずに経過をみる場合もあります。
　転移性骨腫瘍により痛みや骨折が生じた場合当科が治療に参加します。これまでがん
による骨転移が生じると日常生活が著しく制限されてきましたが手術や装具等である程
度回復が期待できます。
　県内で専門的に骨軟部腫瘍の手術・化学療法・放射線療法をできるのは当院のみになっ
ています。
　外来は水曜午前と木曜午前午後でいずれも新患を受け付けています。外来新患は
2019年度140名、2020年度272名、2021年度（4～8月）171名、手術症例は2021年度
（4～8月）50例です。
　医療安全マネジメントを適切に行い、患者様が納得できる標準治療を提供しますのでよ
ろしくお願いします。

骨軟部腫瘍科

部署紹介

骨軟部腫瘍科　柳川医師



GUNMA PREFECTURAL CANCER CENTER

群馬県立がんセンター
「ブラック・ジャック セミナー」を開催しました！

行事紹介

　2021年7月31日（土）群馬県立がんセンターでは、ジョンソン・エンド・ジョンソン(株)と
共催で、全国初オンラインでの「ブラック・ジャック セミナー」を開催しました。　　 
　これは、小学校高学年・中学生を対象に医療へ関心を持ってもらうとともに、一人でも
多くの子供たちが、将来の日本の医療を支える医師等を志すきっかけになればと企画した
ものです。
　がんセンターのHP等で参加者を募集し、応募者56名から抽選で20名（小学生8名・中
学生12名）を選出しました。
　開会式では、鹿沼院長のあいさつから始まり、①「外科医の1日を知ろう！」②「衛生学的
手洗いとは？/手術時の清潔操作体験」③「手術縫合体験～いろんな糸の結び方～」④「外
科医とお話しよう！～仕事のこと、医師までの道のり～」の４つのアクティビティを行いまし
た。（①「外科医の１日を知ろう！」の動画は、当院HPで公開中です。）
　終了後のアンケートでは、セミナー満足度、医師等になりたい度ともに１００％に近い数
値となりました。
　参加者からは、「ものすごく楽しく勉強できました！今まで以上に医師になりたいと思い
ます。」や「なかなか外科について知る機会がない中、正しい手の洗い方や一日の流れな
どを知ることができて、学びが多い時間でした。特に外科のルーティンの動画が楽しかっ
た。私には糸の結び方が難しかったため、さらに練習して頑張りたいです。」等の感想をい
ただきました。
　今回のセミナーを通して、一人でも多くの子供たちが、将来の日本の医療を支える医療
人になってほしいです。
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群馬県太田市高林西町617－1

大豆インキを使用しています

診療予約 ＊初診、再診ともに予約制です。

●初診紹介予約制について
当センターは「完全紹介予約制」です。初めて受診される方はあらか
じめ電話で診療日時の予約をしていただき、診療当日は必ず主治医の
紹介状（診療情報提供書）をお持ちください。また、再来の方も予約
制となっておりますので、事前に予約をおとりください。

●がん検診について

0276-38-0762予約専用電話

当センターでは、がんの検診（一次検診）は行っておりません。市町
村の検診や人間ドックをご利用ください。検診で異常を指摘された方
の診療は行っております。

電話受付時間／平　日：午前 9時～午後 5時
　　　　　　　土曜日：午前 9時～午後 1時

休診日／土・日曜日、祝日、年末年始
※ただし、診療を希望される前日の午後 1時までに連絡してください。
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外来診療のご案内（外来担当医一覧表） 令和3年10月1日現在

金木水火月区　　　　　　分

内　科

第 一 外 来

第 二 外 来

放 射 線 科

外　科

消　化　器

血　　　液

呼　吸　器

消　化　器

乳　　　腺

呼　吸　器

形　　　成

入　沢　寛　之
血液内科（午後新患）

村　山　佳予子
血液内科（午後新患）

村　山　佳予子
保　坂　尚　志
村　山　佳予子
村　田　直　哉

入　沢　寛　之
村　田　直　哉

湊　　　浩　一

呼 吸 器 内 科
（午後／禁煙外来）

（午後新患）

血液内科（午後新患）

呼 吸 器 内 科
（午前新患）

　尾 嶋　仁（新患）
木　暮　憲　道
持　田　　　泰
高　田　考　大
鈴　木　雅　貴

尾　嶋　　　仁
木　暮　憲　道
持　田　　　泰
高　田　考　大
鈴　木　雅　貴

柳　田　康　弘
宮　本　健　志

廣　瀬　太　郎廣　瀬　太　郎

骨軟部腫瘍 柳　川　天　志

（リンパ浮腫） リンパ治療・指導 リンパ治療・指導 リンパ診断
（ストーマ外来）

婦　 人　 科

歯科口腔外科

頭　 頸 　科

麻　 酔 　科

泌 尿 器 科

精神腫瘍科

放　射　線

午前／ストーマ外来 午前／ストーマ外来 午前／ストーマ外来

中　村　和　人
山　下　宗　一
木　暮　圭　子
西　村　俊　夫

新　垣　理　宣
鈴　木　政　美
名生 邦彦（午前）
麻 酔 科 医 師

清　水　信　明

蓮　見　　　勝

北　本　佳　住
村 田 真 澄（新患）
小　林　大二郎

北 本 佳 住（新患）
村　田　真　澄
小　林　大二郎

北　本　佳　住
村　田　真　澄
小　林　大二郎

北　本　佳　住
村　田　真　澄
小 林 大二郎（新患）

北 本 佳 住（新患）
村　田　真　澄
小　林　大二郎

腫 瘍 内 科 腫 瘍 内 科 荒　木　和　浩荒　木　和　浩

清　水　信　明
蓮　見　　　勝
村　松　和　道

清　水　信　明
村　松　和　道

泌尿器科医師
（午後／新患のみ）

清　水　信　明
蓮　見　　　勝

泌尿器科医師
（午後／新患のみ）

麻 酔 科 医 師 （午前／術前診察）

名　生　邦　彦新　垣　理　宣名　生　邦　彦

中　村　和　人
山　下　宗　一
木　暮　圭　子
西　村　俊　夫

鹿　沼　達　哉

村　上　　　忠

中　村　和　人

頭 頸 科 医 師
名生 邦彦（午前）

中　村　和　人
山　下　宗　一
木　暮　圭　子
西　村　俊　夫

田　嶋　公　平
永　島　宗　晃

柳　川　天　志
（午前のみ）

乳腺科医師
柳　田　康　弘
藤　澤　知　巳
宮　本　健　志
矢　内　恵　子

柳　田　康　弘
藤　澤　知　巳
宮　本　健　志
矢　内　恵　子

尾　嶋　　　仁
木　暮　憲　道
持　田　　　泰
高　田　考　大
鈴　木　雅　貴

増　渕　　　健

保　坂　尚　志

（新患のみ） （遺伝）
乳腺科医師
（新患のみ）

（午後新患）

田　嶋　公　平
永　島　宗　晃
（午後新患）
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※緩和ケア外来の受診を希望される方は“がん相談支援センター”へお問い合わせください。直通電話：0276－60－0679
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